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166 文章 

(105.五ヶ瀬川) 

五ヶ瀬川における各調査日の利用者数をみると、秋季 11 月 3 日（休日）に 3,016 人が河川

を利用しており、最も多かった。 

春季休日の 4 月 29 日は、平成 26 年度よりも利用者が大幅に少なかった。令和元年度の 4 月

29 日は、降雨の影響で前回の調査時よりも利用者が少なかったものと考えられる。夏季休日

の 8 月 12 日は、前回よりも利用者が若干少なく、夏季平日の 8 月 13 日も前回より若干利用

者が少なかった。令和元年度の調査は降雨（夏季休日、8 月 12 日）や台風接近（夏季平日、

8 月 13 日）の影響を受け、前回の調査時よりも利用者が少なかったと考えられる。秋季休日

の 11 月 3 日は、前回よりも利用者が多かった。令和元年度の調査は降雨や台風接近の影響を

受けることが多かったが、今回の秋季調査では、晴天の五ヶ瀬川の利用実態の記録が得られた

ものと考えられる。冬季休日の 1 月 13 日は、前回よりも利用者が多かった。特に、支川の大

瀬川の左岸ではスポーツによる利用が多く確認された。秋季調査に引き続き、天候に恵まれて

いたため、多くの利用者を確認できたものと考えられる。 

令和元年度の五ヶ瀬川における年間空間利用者数（推計）は約 16.2 万人であり、沿川市区

町村人口（11.7 万人）からみた年間平均利用回数は約 1.4 回／人であった。 

平成 26 年度と比較して、年間空間利用者数（推計）は約 48.0 万人の減少となった。 

利用形態別では、「散策等」が約 96％で最も多く、次いで「スポーツ」の 2％、「釣り」と「水

遊び」の各 1％であった。 

利用場所別では、「高水敷」が 55％で最も多く、次いで「堤防」の 43％、 「水面」と「水際」

の各 1％であった。 

五ヶ瀬川における各調査日の利用者数をみると、秋季 11 月 3 日（休日）に 3,016 人が河川

を利用しており、最も多かった。 

春季休日の 4月 29日は、平成 26年度よりも利用者が大幅に少なかった。令和元年度の 4月

29日は、降雨の影響で前回の調査時よりも利用者が少なかったものと考えられる。夏季休日の

8 月 12日は、前回よりも利用者が若干少なく、夏季平日の 8月 13 日も前回より若干利用者が

少なかった。令和元年度の調査は降雨（夏季休日、8月 12日）や台風接近（夏季平日、8月 13

日）の影響を受け、前回の調査時よりも利用者が少なかったと考えられる。秋季休日の 11月 3

日は、前回よりも利用者が多かった。令和元年度の調査は降雨や台風接近の影響を受けること

が多かったが、今回の秋季調査では、晴天の五ヶ瀬川の利用実態の記録が得られたものと考え

られる。冬季休日の 1 月 13 日は、前回よりも利用者が多かった。特に、支川の大瀬川の左岸

ではスポーツによる利用が多く確認された。秋季調査に引き続き、天候に恵まれていたため、

多くの利用者を確認できたものと考えられる。 

令和元年度の五ヶ瀬川における年間空間利用者数（推計）は約 85.6 万人であり、沿川市区

町村人口（15.9 万人）からみた年間平均利用回数は約 5.4回／人であった。 

平成 26年度と比較して、年間空間利用者数（推計）は約 21.4 万人の増加となった。 

利用形態別では、「散策等」が約 64％で最も多く、次いで「スポーツ」の 23％、「釣り」の

7％、「水遊び」の 6％であった。 

利用場所別では、「堤防」が 46％で最も多く、次いで「高水敷」の 41％、 「水際」の 7％、「水

面」の 6％であった。 
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